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行政ニュース 
今年の夏はエコな生活 あなたも始めませんか！

みんなの広場 
危険業務従事者叙勲

行政ニュース 
図書館など

INFORMATION 
臨時職員等の登録など

ふるさとの「日記・留帳」 
第 3 回 江戸末期から明治開花の歩み

無病息災を願う巨大チマキ
　6 月４日に佐古公民館で、野神の神事に供える巨大
チマキ作りが宮総代などによりおこなわれました。宮
総代は、「今年は真

ま

菰
こも

の成長が遅く、収穫後も雨天が
多く乾燥が大変でした」と話され、無病息災を願い直
径 10㌢・長さ 60㌢の巨大チマキを作りあげました。
　野神の神事は、６月５日、午前零時におこなわれる
ため、くらやみの奇祭として知られ、巨椋池周辺で流
行したマラリヤに感染しないようにと、野神を祀って
祈願したのが始まりといわれています。

第 3 回 江戸末期から明治開花の歩み

明
治
の
神
仏
分
離
⑴

　

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
勝
利
し
、
新

政
府
を
樹
立
し
た
薩
摩
・
長
州
・
土
佐

の
連
合
軍
は
、
慶
応
四
年
一
月
十
五
日

に
王
政
復
古
を
各
国
に
通
告
し
た
。
新

政
府
は
、
そ
の
成
立
の
と
き
か
ら
祭
政

一
致
を
唱
え
、
官
制
上
も
同
年
二
月
三

日
に
神
祇
事
務
局
を
設
置
し
、
神
道
の

国
教
化
を
重
要
視
し
た
。
そ
し
て
三
月

二
十
八
日
に
「
神
仏
分
離
の
令
」
を
布

告
し
、
神
仏
の
混こ

ん
こ
う淆

を
厳
し
く
禁
止
し

た
。
そ
の
要
旨
は
、

一
．
中
古
以
来
某
権
現
或
ハ
牛ご

ず頭
天
王

の
類
、
其
外
仏
語
ヲ
以
て
神
号
ニ
相

称
え
候
神
社
少
な
か
ら
ず
、
何
レ
モ

其
神
社
の
由
緒
委
細
ニ
書
付
け
早
々

申
し
出
候
可
き
事
。

　

但
し
勅
祭
の
神
社
、
御ご

宸し
ん

翰か
ん

、
勅
額

等
こ
れ
有
リ
候
向
き
は
是
又
伺
出
可

く
其
上
ニ
て
御
沙
汰
こ
れ
有
る
可
く

候
、
其
余
の
社
ハ
裁
判・鎮
台・領
主・

支
配
頭
等
え
申
し
出
可
く
候
事
。

一
．
仏
像
ヲ
以
て
神
体
と
い
た
し
候
神

社
ハ
以
来
相
改
め
申
す
可
き
事
。

　

附
つ
け
たり

、
本ほ

ん

地ぢ

杯な
ど

と
唱
へ
仏
像
を
社
前

に
掛
け
、
或
ハ
鰐わ

に
ぐ
ち口
梵
鐘
仏
具
等
の

類
差
置
き
候
分
ハ
早
々
取
除
き
申
す

可
き
事

と
、
神
・
仏
を
厳
し
く
分
離
さ
せ
た
。

　

こ
の
神
仏
分
離
の
令
は
、
た
ち
ま
ち

全
国
で
実
行
さ
れ
た
が
、
神じ

ん
祇ぎ

事
務
官

が
国
学
者
・
儒
学
者
な
ど
廃
仏
思
想
の

人
た
ち
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

神
仏
分
離
は
そ
の
域
を
超
え
て
廃
仏
毀き

釈し
ゃ
くの
方
向
に
進
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し

御
牧
郷
や
近
世
に
佐
山
組
と
称
し
た
佐

山
・
佐
古
・
林
・
市
田
・
田
井
・
下
津

屋
の
六
か
村
で
は
、
こ
の
分
離
令
を
補

足
す
る
か
た
ち
で
出
さ
れ
た
淀
藩
の
触

書
に
沿
っ
て
、
神
仏
の
分
離
が
進
め
ら

れ
た
。
同
年
閏
四
月
に
通
達
さ
れ
た
淀

藩
触
書
（
中
西
六
朗
家
文
書
）
は
、

一
．
村
々
神
社
の
内
牛
頭
天
皇
ト
相
称

し
候
神
号
は
相
除
き
以
来
元
の
神
名

又
は
地
名
等
ニ
相
改
め
、
何
大
明
神
・

何
の
社

　

と
唱
え
替
え
る
可
し

一
．
某
権
現
と
相
称
え
候
分
は
、
某
大

明
神
・
某
の
社

　

又
は
地
名
等
ニ
唱
え
替
え
る
可
し

一
．
熊
野
権
現
は
熊
野
大
明
神
ト
唱
え

替
え
る
可
し

一
．
山
王
権
現
は
仏
号
ニ
付
以
来
相
改

め
日
吉
大
明
神
と
唱
え
替
え
る
可
し

一
．
寺
院
鎮
守
の
向
き
は
先
ず
其
侭
差

置
き
苦
し
か
ら
ず
事

一
．
都す

べ
て
神
前
鰐
口
取
除
き
神
主
又
は

村
役
人
え
預
り
置
き
員
数
書
出
し
申

す
可
く
、
尤
も
何
の
神
前
ニ
こ
れ
在

リ
候
ト
申
す
義
相
認
む
可
し
（
後
略
）

と
、
神
・
仏
の
分
離
手
段
を
詳
細
に
列

記
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
御
牧
郷
に
は
、
牛
頭
天

王
社
と
称
す
る
神
社
が
、
藤
和
田
・
北

川
顔
・
封
戸
の
氏
神
と
し
て
一
社
、
野

村
に
も
一
社
が
建
立
さ
れ
て
い
て
、
い

ず
れ
の
神
社
も
宮
座
が
祭
祀
を
司
り
、

崇
敬
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
号
の

牛
頭
天
王
は
、
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で

あ
り
、
神
仏
分
離
の
令
に
抵
触
す
る
こ

と
か
ら
、
混
淆
の
排
除
、
神
号
を
改
称

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
御

牧
郷
の
大
庄
屋
で
あ
る
中
西
六
右
衛
門
、

野
村
庄
屋
惣
四
郎
が
社
殿
内
を
調
査
し

て
い
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の

「
日
記
」（
中
西
六
朗
家
文
書
）
四
月
三

日
の
項
に
、
野
村
氏
神
へ
参
り
ご
神
体

改
め
申
し
候
、
左
の
通
り

　

氏
神
祇
園
社　

神
体　

仏
舎
利
十
粒

　

若
宮
八
幡
宮　
　

仏
体

　

稲
荷
大
明
神　
　

御
札

　

野
村
大
明
神　
　

蔵
王
権
現

右
相
改
め
申
し
候
処
、
斯
の
如
く
ニ
御

座
候
と
あ
る
。

　

野
村
の
牛
頭
天
王
社
は
、
安
政
四
年

の
「
御
牧
郷
寺
社
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、

境
内
は
八
幡
山
橋
本
坊
の
除
地
と
な
っ

て
い
て
、
東
西
二
十
三
間
、
南
北
八
十

間
、
千
八
百
四
十
坪
も
あ
る
広
大
な
土

地
を
有
し
て
い
て
、
境
内
に
は
橋
本
坊

末
寺
の
長
福
寺
、
地
蔵
堂
が
建
立
さ
れ

て
い
て
、
御
牧
郷
で
最
も
神
仏
混
淆
の

顕
著
な
境
内
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、「
日
記
」
の
四
月
八
日
の
項

に
、「
北
川
顔
村
肝　

権
兵
衛
、
金
治

郎
立
会
で
、
氏
神
御
神
体
糾
シ
申
し
候

処
、
異
国
神
牛
頭
天
王
ヲ
前
ニ
奉
ヲ
取

除
き
私
宅
へ
持
帰
ル
、
素

す
さ
の
お
の
み
こ
と

盞
鳴
命
様
御

神
体
ハ
三
本
御
幣
ニ
御
座
候
、
此
度
改

テ
神
鏡
ヲ
奉
リ
候
事
」
と
あ
り
、
藤
和

田
・
北
川
顔
・
封
戸
の
牛
頭
天
王
社
は
、

淀
藩
触
書
に
従
っ
て
御
神
体
を
鏡
に
変

え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

牛
頭
天
王
を
祀
る
両
社
の
神
殿
内
の

混
淆
は
排
除
さ
れ
た
が
、
神
号
の
改
称

に
つ
い
て
、
村
々
で
は
更
に
苦
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。　
　

 

つ
づ
く

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

阪
部　

五
三
夫

▲かつて牛頭天王社と称した三か村の氏神
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行政ニュース 

長
期
優
良
住
宅
に
対
し
て

固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す

①
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ

　

家
電
製
品
を
使
わ
な
い
場
合
は
、
こ

ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
長
時
間
使
用
し
な
い
場
合
は
、
プ

ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

②
待
機
時
消
費
電
力
を
削
減

　

家
電
製
品
に
は
、
使
わ
な
い
時
に
も

電
力
が
消
費
し
て
い
る
「
待
機
時
の
消

費
電
力
（
待
機
電
力
）」
が
あ
り
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
家
庭
で
消
費
さ
れ
る
待

機
電
力
は
、
６
㌫
に
も
な
っ
て
い
ま
す

（
表
２
）。
待
機
電
力
を
減
ら
す
ポ
イ
ン

ト
は
、
⑴
家
電
製
品
の

省
エ
ネ
機
能
を
使
用
す

る
、
⑵
主
電
源
を
切
る
、

⑶
ス
イ
ッ
チ
付
き
タ
ッ

プ
を
使
う
な
ど
で
す
。

③
エ
ア
コ
ン
で
節
電

　

夏
の
冷
房
の
室
温
は
28
℃
を
目
安
に

し
て
、
扇
風
機
な
ど
と
併
用
し
て
冷
え

た
空
気
を
循
環
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

出
か
け
る
と
き
や
寝
る
と
き
は
、
15
分

く
ら
い
前
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ィ
ル
タ
ー
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る

と
冷
房
効
率
が
下
が
り
ま
す
。
こ
ま
め

に
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
冷
蔵
庫
で
節
電

　

開
け
て
い
る
時
間
を
少
な
く
し
て
、

余
分
な
開
閉
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め

込
み
す
ぎ
る
と
、
冷
気
の
流
れ
が
悪
く

な
り
冷
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

麦
茶
な
ど
熱
い
も
の
は
、
冷
ま
し
て

か
ら
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

⑤
照
明
で
節
電

　

照
明
器
具
を
清
掃
し
て
明
る
く
な
っ

た
分
、
明
る
さ
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
白
熱
電
球
は
、
消
費
電
力

の
少
な
い
蛍
光
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
替

え
ま
し
ょ
う
。

⑥
テ
レ
ビ
で
節
電

　

見
な
い
と
き
は
、
主
電
源
で
消
す
癖

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
リ
モ
コ
ン
で
の
電

源
オ
フ
は
、
待
機
電
力
が
余
計
に
か
か

り
ま
す
。

　

液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
は
、
画
面
の
明
る

さ
を
調
整
で
き
ま
す
の
で
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

⑦
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
節
電

　

早
寝
早
起
き
は
、
夜
の
消
費
電
力
を

抑
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
朝

の
涼
し
い
う
ち
に
活
動
し
て
、
エ
ア
コ

ン
の
使
用
時
間
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

消
費
電
力
が
多
い
家
電
は

　

京
都
の
蒸
し
暑
～
い
夏
！
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
は
、
冷
房

の
使
用
が
増
え
、
電
力
使
用
量
が
一
層
増
え
る
季
節
で
す
。
今
年

の
夏
は
、
エ
コ
な
生
活
で
あ
な
た
も
節
電
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　町では、7 月 7 日の七夕の夜に
役場庁舎の灯りを一斉に消灯する、
七夕ライトダウンを実施します。ぜ
ひ、皆さんもご家庭の電気を消し
てライトダウンに参加してください。
　このライトダウンをきっかけに、
一人ひとりが節電や地球温暖化防
止について考えるきっかけにしま
しょう。
日時／平成 23 年 7 月 7 日㈭

午後 8 時～ 10 時
場所／役場庁舎
内容／庁舎内電気の一斉消灯

　

家
庭
の
中
で
特
に
電
気
使
用
量
が
多
い
の

は
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
照
明
、
テ
レ
ビ

の
４
つ
で
す
（
表
１
）。
こ
れ
ら
を
は
じ
め

と
す
る
家
電
製
品
を
上
手
に
使
う
こ
と
で
、

効
果
的
に
節
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
節
電
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
が
対

象
で
す
。

①
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅

②
平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ
れ
た
住
宅

※
着
工
前
に
京
都
府
に
長
期
優
良
住
宅
の
認

定
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
（
一
戸
建
住

宅
以
外
の
貸
家
住
宅
の
場
合
は
40
㎡
）
以

上
２
８
０
㎡
以
下

④
居
住
部
分
の
床
面
積
が
、
全
体
の
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上

　

住
宅
の
床
面
積
１
２
０
㎡
ま
で
を
限
度
と

し
て
、
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の
２
分

の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
土
地
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
は
、

減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。  

・
一
般
の
住
宅
…
新
築
後
５
年
間

・
中
高
層
住
宅
（
３
階
建
以
上
）
で
、
耐
火

ま
た
は
準
耐
火
の
住
宅
…
新
築
後
７
年
間

  ○
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税

（
減
額
）
申
告
書

○
京
都
府
か
ら
交
付
さ
れ
た「
認
定
通
知
書
」

の
写
し

 　

新
築
さ
れ
た
翌
年
の
１
月
31
日
ま
で
に
、

上
記
必
要
書
類
を
添
え
て
税
務
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課 

　平成 22 年度一般会計の歳入歳出予
算額（平成 23 年 3 月末）は、71 億 
7321 万円です。このうち歳入済額は
68 億 5536 万円で、歳入予算に対す
る収入率は 95.6㌫でした。
　歳出済額は、63 億 140 万円で、歳
出予算に対する支出率は 87.8㌫と
なっています。

決算見込額
　町が所有している財産や各会計の決
算見込額は、右表のとおりです。
　そのうち、一般会計の決算見込額は、
歳入が 71 億 9924 万円、歳出が 69
億 8240 万円で、歳入から歳出を差し
引いた形式収支は 2 億 1684 万円を見

込んでいます。
　町では今後とも、健全な財政運営に
努めてまいります。
問い合わせ／企画財政課

　平成 22 年度一般会計や特別会計、水道事業会計の収入・
支出状況と決算見込額などの財政状況を公表します。（金額
は、いずれも 1 万円未満四捨五入）

▼町が所有している財産

平成 22 年度各会計別の決算見込額　 （単位：万円）

　

安
心
し
て
生
活
を
お
く
る
に
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
良
好
な
状
態

で
使
用
で
き
る
構
造
を
備
え
た
良
質
な
住
宅
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ

う
な
住
宅
の
普
及
促
進
を
す
る
た
め
、
認
定
を
受
け
て
長
期
優
良
住

宅
を
新
築
し
た
場
合
、
一
定
期
間
、
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
減
額
し
ま
す
。

住
宅
要
件

減
額
さ
れ
る
範
囲
と

減
額
さ
れ
る
額

減
額
さ
れ
る
期
間

申
告
に
必
要
な
書
類

申
告
方
法

町では、役場庁舎などで省エネ・節電を実施しています。　　　　皆さんのご協力をお願いします。

あ
な
た
も
始
め
ま
せ
ん
か
！

七夕 ライトダウン

今
年
の
夏
は
エ
コ
な
生
活

平成 22 年度財政状況を公表

土　　地

建　　物

出資による権利

基　　金

492,295.68㎡

58,381.01㎡

10,397 万円

330,059 万円

会　　計　　名
一　般　会　計

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額

特別会計

水道事業会計

国民健康保険
三郷山財産区

老人保健
公共下水道事業

介護保険
後期高齢者医療

収益的収支
資本的収支

	 719,924	 698,240	 21,684
	 201,974	 195,784	 6,190
	 629	 581	 48
	 666	 628	 38
	 96,747	 96,438	 309
	 93,769	 92,547	 1,222
	 15,158	 14,998	 160
	 49,543	 49,204	 339
	 5,536	 13,952	 ▲ 8,416

表 1　家庭製品別の消費電力量の比較

出典：省エネルギーセンター「平成 20 年度待機時消費
電力調査報告書」

表 2　家庭の消費電力量に占める待機時
消費電力量の割合

出典：資源エネルギー庁「平成 16 年度電力需給の概要」

▲久御山中学校中庭と図書室
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広報くみやま平成 23 年 7 月 1 日

　テレビのアナログ放送は、平成 23 年 7 月 24 日正午
にすべての放送が終了（完全停
波）します。テレビ画面の右上
に「アナログ」と表示されてい
るテレビでは、今のままではテ
レビを見ることができなくなり
ます。早めに対応しましょう。
　地上デジタル放送を視聴するには、地上デジタル放送
対応の受信機と UHF アンテナが必要です。また、共同
アンテナ施設でテレビをご覧の人は、デジタル化のため
の施設改修が必要です。
　これらの地デジの準備に当たり、「何をすればよいか
分からない」という人や「テレビを買ったのにデジタル
放送を受信できない」という人には、デジサポ（総務省
テレビ受信者支援センター）がお手伝いをします。役場
１階ロビーに地デジ相談コーナーを設置していますので、
ぜひ相談してください。
日時／８月 23 日㈫までの月曜・火曜日の午前９時から午

後５時まで（７月 18 日を除く）、水曜日から金曜日は

地デジ詐欺にご注意ください

⑴ 

希
望
す
る
将
来
の
生
活

　

希
望
す
る
将
来
の
生
活
に
つ
い
て
は
、「
自

宅
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
な

が
ら
、
家
族
や
親
族
の
介
護
を
受
け
て
生
活

し
た
い
」
と
答
え
た
人
が
24
・
２
％
で
最
も

多
く
、
約
半
数
の
人
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

の
生
活
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
５
）

⑵ 

行
政
（
町
）
に
希
望
す
る
支
援

　

高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
、
生
き
が
い
づ
く

り
、
社
会
参
加
、
介
護
保
険
の
充
実
な
ど
、

行
政
に
希
望
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、「
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
と
の
回
答
が
最

も
多
く
、
次
に
「
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
」、「
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
の
整
備
」

が
続
い
て
お
り
、
上
位
５
項
目
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。（
複
数
回
答
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て

　

現
在
、
町
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
『
第
６
次
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
』
の
策
定
に
向
け
た
協
議
・

検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
町
高
齢
者
保
健
福
祉

委
員
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
平
成
23
年

度
末
ま
で
に
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

今
後
に
つ
い
て

①施設介護サービスの充実

②在宅介護サービスの充実

③気軽に相談できる体制の
整備

④健康づくりのための事業
である健康診査や健康相
談などの充実

⑤高齢者にも安心・安全な
道路、建物などの生活環
境基盤の整備

専用電話を設置しています。
　経済的な理由などで地上デジタル放送に対応できない
世帯（非課税の障がい者世帯など）に対しては、簡易チュー
ナーの無償給付などの支援をおこなっています。詳しく
は、総務省地デジチューナー支援実施センターまでお問
い合わせください。

《問い合わせ先》
・デジサポ京都　☎ 075（330）3030
・総務省　地デジチューナー支援実施センター　☎ 05 
70-033840

（受付時間：平日 9:00 ～ 21:00、土 ･日･ 祝日 9:00 ～ 18:00）

　アナログ放送のデジタル化に便乗した詐欺が
発生しています。地デジ詐欺にご注意ください。
　デジサポのスタッフは黄色いベスト、腕章、
身分証明書を着用しています。また突然の訪問
などはなく、工事代金の請求者振込の要請はし
ません。

783 人

761 人

504 人

469 人

457 人

⑴ 

家
族
構
成

　

家
族
構
成
に
つ
い
て
は
、「
家
族
な
ど
と

同
居
」
と
答
え
た
人
が
80
・
７
％

と
最
も
多
く
、「
一
人
暮
ら
し
」
と
答
え
た

人
が
13
・
７
％
で
し
た
。（
図
１
）

⑵ 

介
護
・
介
助
の
必
要
性

　

介
護
・
介
助
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、「
介

護
・
介
助
は
必
要
な
い
」
と
答
え
た
人
が

69
・
８
％
と
最
も
多
く
、「
現
在
、
何
ら
か

の
介
護
を
受
け
て
い
る
」
人
は
12
・
２
％
で

し
た
。（
図
２
）

12
・
１
％
で
し
た
。
な
お
、
介
護
・
介
助
者

が
65
歳
以
上
と
答
え
た
人
の
合
計
が
全
体
の

38
・
４
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。（
図
３
）

⑷ 

主
な
介
護
・
介
助
者
の
状
況

　

介
護
・
介
助
が
必
要
な
人
に
、
主
な
介
護
・

介
助
者
の
状
況
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
介

護
・
介
助
者
の
心
身
の
負
担
が
大
き
い
」
と

の
回
答
が
最
も
多
く
、
上
位
５
項
目
は
、
次

の
と
お
り
で
し
た
。（
複
数
回
答
）

高
齢
者
実
態
調
査
と
は

　

本
年
１
月
中
旬
に
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
お
こ
な

い
ま
し
た
「
高
齢
者
実
態
調
査
」
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
の
目
的

　
「
第
６
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
策
定

の
基
礎
資
料
と
し
て
、
町
内
に
お
住
ま
い
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
に
実
施
。

調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

調
査
期
間

　

平
成
23
年
１
月
17
日
～
２
月
４
日

回
収
率

　

73
・
８
％
（
有
効
回
収
数
２
，
６
４
０
件
）

⑶ 

主
な
介
護
・
介
助
者
の
年
齢

　

介
護
・
介
助
が
必
要
な
人
に
、
主
な
介
護
・

介
助
者
の
年
齢
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
65

歳
未
満
」
が
38
・
４
％
で
最
も
多
く
、「
65

～
74
歳
」
が
17
・
６
％
、「
75
～
84
歳
」
が

⑴ 

将
来
の
日
常
生
活
全
般
に
つ
い
て

　

将
来
の
自
分
の
日
常
生
活
全
般
に
つ

い
て
、
不
安
を
感
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、

「
多
少
不
安
を
感
じ
る
」
と
答
え
た
人
が

36
・
７
％
で
最
も
多
く
、「
不
安
を
感
じ

な
い
」
と
答
え
た
人
が
31
・
４
％
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
「
不

安
を
感
じ
る
」
と
答
え
た
人
が
過
半
数

を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
図
４
）

⑵ 

将
来
の
日
常
生
活
全
般
に
不
安
を
感

じ
る
点

　

将
来
の
自
分
の
日
常
生
活
に
不
安
を

感
じ
る
と
答
え
た
人
に
対
し
、
不
安
を

感
じ
る
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
自
身
の
健
康
状
態
・
健
康
問
題
」

が
最
も
多
く
、
上
位
５
項
目
は
、
次
の

と
お
り
で
し
た
。（
複
数
回
答
）

ご
本
人
の
家
族
や
生
活
状
況
に
つ
い
て

日
常
生
活
の
不
安
に
つ
い
て

①介護・介助者の
　心身の負担が大きい　

②介護・介助を受けるに
　あたって特に問題はない

③介護・介助者が
　高齢または病弱である

④介護・介助者の
　経済的な負担が大きい

⑤介護・介助者が仕事や
　子育てなどで忙しい

①自身の健康状態・
　健康問題

②経済面の不安

③一人暮らし・一人
　での生活

④日常生活の継続・
　自立

⑤物忘れ・認知症

101 人

84 人

49 人

43 人

42 人

278 人

213 人

96 人

60 人

47 人

〜7月24日でアナログ放送終了！〜
あなたのテレビはデジタル放送に対応してますか？

高
齢
者
実
態
調
査
の

　
　
　

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

図 5 図 1

図 2

図 3

図 4
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2011 Kumiyama

自主防災リーダー研修会
（6 月11日・役場コンペンションホール） 

2011 Kumiyama
佐山まなび塾（6 月 12 日・佐山西ノ口）

▲心を込めて机といすを磨く児童

2011 Kumiyama

第 61回社会を明るくする運動」法務大臣メッセージ

伝達式（6 月 2 日・役場応接室）

平成 23 年 5 月 10 日から 6 月 14 日までの受付分（敬称略）

▲ろ過機をとおした出来立ての水を飲む児童

みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2011 Kumiyama

ドッジボール出前教室（6 月1日・佐山小学校）

2011 Kumiyama
荒見苑草花教室（5 月 25 日・荒見苑）

水の大切さを実感
　５月25日、御牧小学校の４年生48人が耐震改修中の
佐古浄水場を見学しました。児童たちは、職員から東日本
大震災被災地での給水活動の話や、町では地下130㍍から
水を汲み上げ、365日休むことなく、この時期なら一日
約850万リットルの水を家庭などに配水しているとの説
明を聞き、水の大切さを学びました。
　最後に、ろ過機をとおした出来立ての水を「おいしい」
といいながら試飲していました。

相手を思い、心を込めて清掃
　5月24日、東角小学校で６年生３クラスの代表16人
が、東日本大震災の被災地福島県の小学校に寄贈する机と
いす47個をきれいに掃除しました。
　児童たちは、「私たちの小学校の机といすが、被災地で
使ってもらえるのはうれしいです。喜んでもらえるように
きれいに掃除をして送るので、大事に使用してもらいたい
です。そして、これを機会に交流ができたらいいのに。」と、
心を込めて磨いていました。

京刃物の技術を守り・伝えて受章

河
かわくぼ

窪  爽
そう

太
た

・真
ま

梨
り

乃
の

ちゃん 
（平成 20 年 8 月 5 日生）（平成 23 年 5 月 29 日生）

我が家の天使達、
仲良く元気に育ってね！

林　父 広介さん・母 千佳さん

 大
おおにし

  杏
あん

奈
な

ちゃん 
（平成 22 年 7 月 17 日生）

杏奈の笑顔がわが家の癒し。
素直で元気な子に育ってね。

栄　父 智隆さん・母 真理子さん

 黒
くろ

川
かわ

  芽
め

生
い

ちゃん 
（平成 22 年 8 月 6 日生）
どんな子になるのかなぁ〜？

どんな子になるんかなぁ〜？たのしみだ !!
島田　父 誠さん・母 友美さん

消防力の向上に尽力をつくし受章

佐古浄水場見学
御牧小学校

被災地へ机といすを寄贈
東角小学校

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  
婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

藤
和
田	

山
本　

正
樹	
山
本　

雪

島　

田	

多
田　

幸
満	

多
田　

彩

　

〃	

古
本　

隼
平	

古
本　

亜
季

　

森　

	

村
田　

和
穗	

村
田　

か
お
り

佐　

山	

中
西　

博
文	

中
西　

陽
子

佐　

古	

辻　
　

武
志	

辻　
　

知
代

　

〃	

川
島　

和
也	

川
島　

樹
里

　

林	

梶
村　

真
司	

梶
村　

加
奈
子

　

〃	

山
内　

健
史	

山
内　

恭
子

　

〃	

遠
藤　

史
章	

遠
藤　

未
奈

市　

田	

小
堀　

暢
也	

小
堀　

恵
子

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

大
橋
辺	

　

田　

大た
い

城き	

元
秀
・
典
子

　

〃	

伊
藤　

聖ま
さ

翔と	

芳
海
・
香

島　

田	

吉
岡　

陽ひ

菜な	

裕
章
・
麻
里

佐　

山	

阪
部　

悠ゆ
う

也や	

信
一
・

　

〃	

奥
野　

由ゆ
う

和わ	

嘉
誠
・
佳
奈

　

〃	

赤
松　

亘わ
た
る

	

日
呂
志
・
亜
以

　

林	

中
嶋　

り
お	

健
太
・
理
恵

　

〃	

平
田　

凌り
ょ
う
た大	

智
也
・
弘
子

　

〃	

河
窪　

真ま
り
の

梨
乃	

広
介
・
千
佳

下
津
屋	

仁
保　

理り
か
こ
夏
子	

善
之
・
由
紀

春の褒章
山口悌市朗さん（佐山・義定刃物）

危険業務従事者叙勲
鵜ノ口彦行さん（栄）

　平成 23年危険業務従
事者叙勲で、鵜ノ口彦行さ
ん（66歳・栄）が瑞宝双
光章を受章されました。
　鵜ノ口さんは、昭和54
年に町消防本部消防吏員
を拝命して以来、平成７年
に上下水道部に異動しま
したが、平成11年に消防
長に就任し、平成18年３
月まで本町の消防本部の組織運営や消防力の向上に尽力さ
れ、また、女性の視点を生かした、きめ細やかな火災予防
活動をおこなうために女性消防団の発足や消防団の活性化
など防火活動にも力をいれられました。
　鵜ノ口さんは「災害対処の思い出は尽きないが、多くの
皆さんの支えがあってこそできました。」と、感謝の気持ち
を話されました。

　平成23年春の褒章で、
佐山に工場を構える京刃
物の（有）義定刃物の山口
悌市朗さん（74歳）が優
れた技術や業績を修めた
人に贈られる黄

おう

綬
じゅ

褒
ほう

章
しょう

を
受章されました。
　山口さんは、15歳で職
人の道に入られ日々精進
されてこられました。山口
さんは、「職人は、休みもない、技は見て盗めなどつらいこ
とが多かったが、お客さんが“また作って”と言ってく
ださるときが一番の幸せです。受章は、感無量で、支えて
くれた周りの人に感謝したい。また、受章に恥じないよう、
人に喜んでいただける物を作らないといけません。」と周囲
への感謝と意気込みを話してくださいました。
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長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

8
広報くみやま平成 23 年 7 月 1 日

行政ニュース 

vol.153

キャッチセールス 図
書
館

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

火
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

４
日
㈪
・
11
日
㈪
・
19
日
㈫
・
25
日
㈪
・

31
日
㈰

図
書
館

　キャッチセールスとは、路上や駅で呼び止め、高額
な商品などの契約を結ばせる販売方法です。商品は宝
石、絵画などが多く、対象は契約の概念をよく知らな
い若者がメインです。
事例①
　路上で「無料で絵画が見られます」と声をかけられ、
断ったが強引に店に連れていかれた。どの絵が好きか
と聞かれ、適当に答えたら「今契約したら特別に安く
しておく」と勧められて、断りきれずに契約をしてし
まった。しかし、高額で支払えないので、解約したい。
事例②
　街で「アンケートに答えてほしい」と声をかけら
れ、事務所に連れて行かれた。アンケートはそっちの
けで、ダイヤのブレスレットを買うように勧められた。

「一生もの」「キャンペーン中なので今契約するとお得」
などと長時間説明され、疲れはてて契約してしまった。
後日、ブレスレットを受け取りに行ったら、今度は指
輪を言葉巧みに勧められ、またも契約することになっ

た。しかし、両方とも高額で支払えないので、解約し
たい。
　このように「アンケートに答えて」などと、目的の
商品やサービスとは無関係な言葉を掛けられて、連れ
て行かれることもよくあります。その場で強引に契
約させようとするのが、この商法の手口です。一度こ
れらの業者と契約するとカモリスト（悪質商法にだま
された被害者の名簿）に掲載され、二次勧誘が増える
危険性があります。強引に勧誘してきても、無視して、
その場から立ち去るのが賢明です。万が一契約してし
まっても、契約書面を受け取ってから 8 日以内は、クー
リングオフ制度により無条件で解約できます。早めに
消費生活安全センターに相談しましょう。
　トラブルに巻きこまれたら、１人で悩まず、京都府
消費生活安全センター☎ 075（671）0004、京都府
山城広域振興局商工労働観光室☎ 0774（21）2426
または町産業課へご相談ください。

　

大
切
な
子
ど
も
の
病
気
や
け
が
は
大
変
気

が
か
り
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
医
療
機
関
を

受
診
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
受
診
方
法
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

症
状
を
よ
く
観
察
し
、
あ
わ
て
ず
に
対
応

し
ま
し
ょ
う
。

①
「
い
つ
か
ら
」「
ど
ん
な
け
い
れ
ん
か
」「
何

分
間
」
か
。

②
け
い
れ
ん
が
、
左
半
身
、
右
半
身
だ
け
の

よ
う
な
左
右
差
が
な
い
か
。

③
そ
の
時
の
「
体
温
」
は
何
度
か
。

☆
家
庭
で
の
対
応
☆

①
吐
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
顔
を
横
向
け
に

し
て
、
衣
服
を
ゆ
る
め
る
。

②
体
を
揺
す
っ
た
り
、
た
た
い
た
り
し
な
い
。

③
口
の
中
に
指
や
物
を
入
れ
た
り
し
な
い
。

☆
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
☆

　

次
の
項
目
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
け
い
れ
ん
が
止
ま
っ
て
も
、
意
識
が
は
っ

き
り
し
な
い
。（
視
線
が
合
わ
な
い
、
お

父
さ
ん
、お
母
さ
ん
が
分
か
ら
な
い
な
ど
）

②
く
ち
び
る
が
紫
色
で
呼
吸
が
弱
い
。

　

次
の
項
目
に
１
つ
で
も
あ
て
は
ま
る
場

合
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

①
け
い
れ
ん
が
５
分
以
上
続
く
。

②
初
め
て
の
け
い
れ
ん
。

③
生
後
６
か
月
未
満
。

④
６
歳
以
上
。

⑤
け
い
れ
ん
時
、体
温
が
38
度
以
下
で
あ
っ
た
。

⑥
け
い
れ
ん
に
左
右
差
が
あ
る
。

⑦
嘔
吐
、
失
禁
を
と
も
な
う
。

⑧
頭
を
打
っ
た
。

⑨
何
度
も
、
繰
り
返
し
け
い
れ
ん
が
起
こ
る
。

　

あ
て
は
ま
ら
な
い
場
合
や
、
す
で
に
診
断

が
つ
い
て
い
て
、
今
ま
で
に
何
度
か
起
こ
っ

た
こ
と
が
あ
る
け
い
れ
ん
発
作
（
て
ん
か

ん
）、
左
右
対
称
の
け
い
れ
ん
が
数
分
で
お

さ
ま
り
、
け
い
れ
ん
の
後
す
や
す
や
と
眠
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
後
い
つ
も
と
変
わ
ら
な

い
。
け
い
れ
ん
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
（
呼

ぶ
と
返
事
が
あ
る
）
場
合
は
、
翌
日
の
朝
な

ど
通
常
の
診
察
時
間
内
に
受
診
し
、
時
間
と

と
も
に
具
合
が
悪
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

小
児
科
の
あ
る
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

61 ■材料（４人分）
150

くずもち
( オレンジジンジャーソースかけ )

82㌔カロリー / １人分

食生活改善推進員協議会「久味の会」

くず粉･･･････････････････50 グラム
水･･････････････････････････400cc
きび砂糖･･････････････････ 大さじ 2

オレンジジュース ( 果汁 100％ )･････ 100㏄
きび砂糖･････････････････40 グラム
生姜･･････････････････････ 5 グラム

作り方 

①　ボウルにくず粉を入れ、分量の水
を少しずつ加えよく溶かす。きび砂
糖を加え鍋に流し入れる。

②　①を中火にかけ、木べらで絶えず
かき混ぜながら、全体に粘りが出て
透明になるまで練る。

③　②をひとかたまりにまとめ、型に
流し、氷水で冷やす。一口大に切り

分ける。
④　小鍋にオレンジジュース、きび砂

糖、せん切りにした生姜を入れ中火
にかける。

⑤　沸騰したら弱火にし、少しトロミ
がついてツヤが出るまで煮詰める。

⑥　⑤のソースをしっかりと冷やし、
③のくず餅にかける。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
〝
お
ば
け
〟
が
い
っ
ぱ
い
！
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、「〝
お
ば
け
〟
が
い
っ
ぱ
い
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
オ
ス
ス
メ

の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
夏
と
い
え
ば
〝
お
ば
け
〟
の
季
節
。
こ
わ
～
い

お
ば
け
・
た
の
し
い
お
ば
け
・
か
わ
い
い
お
ば
け
も
…
。
ま
る
ご
と

〝
お
ば
け
〟
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

オ
ス
ス
メ
本

「
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
」
児
童
書杉

山
亮
／
作　

軽
部
武
宏
／
絵

　

た
き
ぎ
を
と
り
に
山
に
来
た
男
の
子
。
す
っ
か
り
帰
り
が
遅
く
な

り
、
あ
わ
て
て
山
を
下
り
る
途
中
で
出
会
っ
た
の
は
…
。

「
日
本
の
妖
怪
大
図
鑑
①
」
児
童
書

常
光
徹
／
監
修

　

ざ
し
き
わ
ら
し
、
ひ
と
つ
め
こ
ぞ
う
、
つ
く
も
が
み
な
ど
の
家
の
妖

怪
を
わ
か
り
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
。
②
山
の
妖
怪
、
③
海
の
妖
怪

も
あ
り
ま
す
。

「
お
ば
け
の
う
ち
ゅ
う
り
ょ
こ
う
」
児
童
書

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ケ
ノ
ワ
／
作

　

お
ば
け
の
パ
コ
ー
ム
が
お
城
の
塔
の
て
っ
ぺ
ん
で
出
会
っ
た
の
は
、

キ
ラ
キ
ラ
星
に
住
む
ロ
ボ
ッ
ト
の
ピ
ッ
ク
。
ピ
ッ
ク
に
誘
わ
れ
て
、キ

ラ
キ
ラ
星
へ
。

課
題
図
書
の
ご
案
内

　

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書
を
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
小
学
校
低
学
年
の
部

　
「
も
の
す
ご
く
お
お
き
な
プ
リ
ン
の
う
え
で
」「
が
っ
こ
う
か
っ

ぱ
の
イ
ケ
ノ
オ
イ
」「
ア
リ
ク
イ
に
お
ま
か
せ
」「
エ
デ
ィ
の
や
さ

い
ば
た
け
」

◇
小
学
校
中
学
年
の
部

　
「
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
食
卓
」「
わ
た
し
の
と
く
べ
つ
な
場
所
」「
忘

れ
な
い
よ
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ッ
シ
ュ
」「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ク
ラ
ウ
ン
・
Ｋ

ち
ゃ
ん
が
行
く
」

◇
小
学
校
高
学
年
の
部

　
「
こ
ど
も
電
車
」「
天
風
の
吹
く
と
き
」「
犬
ど
ろ
ぼ
う
完
全
計

画
」「
ク
ジ
ラ
と
海
と
ぼ
く
」

◇
中
学
校
の
部

　
「
聖
夜
」「
ス
ピ
リ
ッ
ト
ベ
ア
に
ふ
れ
た
島
」「
夢
を
つ
な
ぐ
」

◇
高
等
学
校
の
部

　
「
野
川
」「
マ
ル
カ
の
長
い
旅
」「
光
が
照
ら
す
未
来
」

貸
出
期
間
／
一
週
間
以
内

新
着
図
書
の
紹
介

★
追
憶
の
カ
シ
ュ
ガ
ル

（
島
田
荘
司
著
）

　

京
大
裏
の
喫
茶
店
で
、
放
浪
の
長
旅

を
終
え
た
御
手
洗
潔
が
静
か
に
語
り
始

め
る
、
異
国
の
物
語
。

★
三
題
噺
示
現
流
幽
霊（愛

川
晶
著
）

　

事
件
の
謎
が
、
高
座
で
解
き
明
か
さ

れ
て
い
く
。「
本
格
落
語
」
シ
リ
ー
ズ
、

最
新
刊
。

★
ご
ち
そ
う
だ
よ
！
ね
ず
み
く
ん

（
な
か
え
よ
し
を
作
／
上
野
紀
子
絵
）

　

ね
み
ち
ゃ
ん
が
ご
ち
そ
う
し
て
く

れ
る
ん
だ
っ
て
。
で
も
、
ね
ず
み
く

ん
は
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
呼
ん
で
し

ま
い
…
。

くずもち オレンジジンジャーソース

子
ど
も
の
救
急
④

け
い
れ
ん
、
ひ
き
つ
け
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自
然
観
察
会

　

町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
環
境
へ
の
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
自
然
観
察
会
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
琵
琶
湖
博
物
館
で
常
設
展
示
や

企
画
展
示
を
見
学
し
、
環
境
保
全
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時
／
８
月
８
日
㈪　

午
前
９
時
15
分
～
午

後
４
時

集
合
／
中
央
公
民
館
前

対
象
／
町
内
在
住
、
在
学
の
小
学
３
年
～
６

年
生

行
先
／
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館

定
員
／
25
人
（
先
着
順
）

費
用
／
１
０
０
円
（
企
画
展
示
観
覧
料
）

持
ち
物
／
弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用
具
、
タ
オ

ル
、
帽
子
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
４
日
㈪
か

ら
20
日
㈬
（
閉
庁
日
を
除
く
）
ま
で
に

環
境
保
全
課
へ
。

　

保
育
所
の
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

　

町
で
は
、
保
育
所
の
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
／
７
月
１
日
～
９
月
30
日

対
象
／
保
育
士
の
資
格
が
あ
る
18
歳
以
上
の

人

賃
金
／
時
給
９
７
０
円

勤
務
時
間
等
／
月
曜
～
金
曜
日　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
休
み

勤
務
場
所
／
御
牧
保
育
所
、
佐
山
保
育
所
、

宮
ノ
後
保
育
所

募
集
人
員
／
各
保
育
所
３
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
履
歴
書
（
市
販
）

に
写
真
を
貼
付
の
う
え
、
各
保
育
所
へ
。

　

第
　
回
国
民
文
化
祭

　

出
品
・
出
演
・
出
店
者

　

国
民
文
化
祭
と
は
、
様
々
な
文
化
活
動
に

親
し
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
が
発
表
・
交
流

す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
活
動
へ
の
参
加
の

気
運
を
高
め
、
新
し
い
文
化
芸
術
の
創
造
を

促
す
「
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
」
で
す
。

　

町
で
は
、
食
文
化
の
祭
典
「
野
の
恵
み
」

～
ほ
っ
こ
り
す
る
味
と
人　

久
御
山
再
発
見

～
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
に

中
央
公
民
館
と
そ
の
周
辺
を
会
場
と
し
て
開

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
力
作
の
出
品
や
舞
台
出
演
、
出

店
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
／
出
品
の
部
…
華
道
、
俳
画
、
陶

芸
、
絵
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
絵
手
紙
な
ど

出
演
の
部
…
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
吹
奏

楽
、
軽
音
楽
、
大
正
琴
、
ダ
ン
ス
な
ど

出
店
の
部
…
飲
食
物
、
バ
ザ
ー
な
ど

※
国
民
文
化
祭
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の

は
、
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
都
合
上
、
出
演
日
や

出
店
日
が
ご
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

第
26
回
国
民
文
化
祭
は
、
例
年
開
催
の

町
民
文
化
祭
に
代
わ
る
も
の
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
29
日
㈮
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
・
中
央
公
民
館
・

ゆ
う
ホ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
社
会

教
育
課
へ
。

※
出
品
・
出
店
の
部
は
、
品
名
・
大
き
さ
・

個
数
・
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
出
演
の
部
は
、
演
目
・
必
要
時
間

（
制
限
時
間
あ
り
）・
人
数
な
ど
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

　

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

　

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、

来
年
１
月
29
日
㈰
に
開
催
予
定
の
「
第
22
回

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
で
の
作
成
で
も
可
能
で
す
。
採
用
者
に
は
、

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

規
格
／
４
ツ
切
り
お
よ
び
Ａ
４
サ
イ
ズ
紙

（
３
～
４
色
で
内
容
は
自
由
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
31
日
㈬
ま
で
に

作
品
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
同
委
員
会
事
務
局
（
総

合
体
育
館
内
）
へ
。

　

遊
び
の
広
場

　

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
「
遊
び

の
広
場
」
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
６
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
交
流
ホ
ー
ル

対
象
／
町
内
在
住
で
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

内
容
／
七
夕
か
ざ
り
作
り

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
15
日
㈮　

正
午
～
午
後
３
時

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム

な
ど

場
所
／
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
の
間
に
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
人
の
接
種

時
期
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
／
平
成
７
年
６
月
１
日
か
ら
19
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

費
用
／
全
額
公
費
負
担

接
種
方
法
／
町
内
・
宇
治
市
・
城
陽
市
・
京

都
市
伏
見
区
内
（
淀
地
域
以
外
の
協
力

医
療
機
関
を
ご
希
望
の
と
き
は
、
受
け

る
前
に
長
寿
健
康
課
へ
ご
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
）
の
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

で
予
約
を
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
地
域
お
よ
び
協
力
医
療
機

関
以
外
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、

受
け
る
前
に
依
頼

書
の
申
請
（
記
入

押
印
）
が
必
要
で

す
。
費
用
は
立
替

払
い
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
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臨
時
職
員
等
の
登
録

　

町
で
は
、
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
職
員
の
登

録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

職
種
／
一
般
事
務
、
収
集
作
業
員
、
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
、
保
健
師
、
看
護
師
、
図

書
館
司
書
、
調
理
員
な
ど

勤
務
地
／
役
場
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
学
童

保
育
、
図
書
館
、
バ
ス
運
転
手
な
ど

対
象
／
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
（
高
校
生

を
除
く
。）

賃
金
／
時
給
８
０
０
円
（
一
般
事
務
の
場

合
）、
交
通
費
（
規
定
に
よ
り
支
給
）

申
し
込
み
／
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
り
、

希
望
の
職
種
を
ご
記
入
の
う
え
、
総
務

課
へ
。

※
勤
務
時
間
、
賃
金
は
職
種
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

　

府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
父
子
家

庭
の
親
子
を
対
象
に
、
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

を
開
き
ま
す
。

日
時
／
８
月
６
日
㈯
～
７
日
㈰　

１
泊
２
日

場
所
／
神
崎
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ま
い
ま
い
ハ

ウ
ス
」

対
象
／
府
内
（
京
都
市
を
除
く
）
在
住
の
父

子
家
庭
の
父
と
子
（
18
歳
未
満
）

内
容
／
海
水
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
父

親
交
流
会
な
ど

費
用
／
大
人
２
，
０
０
０
円　

子
ど
も
１
，

０
０
０
円

申
し
込
み
／
７
月
８
日
㈮
ま
で
に
地
域
の
民

生
児
童
委
員
へ
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

親
子
料
理
教
室

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会｢

久
味
の
会｣ 

で
は
、
夏
休
み
に
小
学
生
と
保
護
者
が
一
緒

に
料
理
を
作
る
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
７
月
27
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
４
年
生
以
上
は
、
子
ど
も
の
み
の
参

加
可
）

定
員
／
20
人(

先
着
順)

費
用
／
１
人
３
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
４
日
㈪
か

ら
７
月
15
日
㈮
ま
で
に
長
寿
健
康
課
へ
。

電
話
可

　

荒
見
苑
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
ク
ラ
フ
ト
教

室
を
開
き
ま
す
。

 

ハ
ン
カ
チ
ピ
エ
ロ
や
落
ち
葉
コ
ー
ス
タ
ー

を
作
り
ま
す
。

日
時
／
７
月
29
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
30
人

費
用
／
１
種
類
に
つ
き
３
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
22
日
㈮
ま

で
に
同
苑
へ
。
電
話
可

　

水
中
運
動
教
室

　

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対

象
に
、
宇
治
市
・
城
陽
市
・
国
保
連
合
会
と

共
催
で
水
中
運
動
教
室
を
開
き
ま
す
。

期
間
／
９
月
上
旬
か
ら
平
成
24
年
２
月
中
旬

ま
で
の
週
１
回
（
火
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
各
曜
日
ご
と
に
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
）
の
20
回
コ
ー
ス　

い
ず
れ
も
午
前

９
時
30
分
～
10
時
30
分

場
所
／
城
陽
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
城
陽

市
平
川
茶
屋
裏
25
─
１
）

対
象
／
申
し
込
み
時
点
で
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
連
続

し
て
参
加
で
き
る
人

内
容
／
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
中
体
操
等

定
員
／
各
コ
ー
ス
60
人　

合
計
２
４
０
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。）

費
用
／
２
，
０
０
０
円
（
全
20
回
分
、
受
講

式
の
会
場
で
徴
収
し
ま
す
。
欠
席
ま
た

は
血
圧
が
高
く
て
受
講
で
き
な
い
と
き

も
返
金
し
ま
せ
ん
。
交
通
費
は
自
己
負

担
で
す
。）

そ
の
他
／
８
月
24
日
㈬
午
後
に
「
文
化
パ
ル

ク
城
陽
」
で
開
講
式
を
お
こ
な
い
ま
す
。

教
室
の
当
日
に
血
圧
を
測
定
し
、
最
小

血
圧
が
１
０
０
㎜
Ｈ
ｇ
以
上
、
も
し
く

は
最
大
血
圧
が
１
６
０
㎜
Ｈ
ｇ
以
上
あ

る
人
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
30
日
㈯

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
国
保
医
療

課
と
ゆ
う
ホ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
専
用

ハ
ガ
キ
（
切
手
貼
付
必
要
、
封
書
に
同

封
も
可
）
で
国
保
連
合
会
☎
０
７
５

（
３
５
４
）
９
０
５
４
へ
郵
送
。
電
話

不
可

久御山の写真
　町では、町内の四季折々の自然や文
化、風景など町の魅力を伝える写真を
募集します。
　採用作品は、町民カレンダーや町ホー
ムページなどに使用します。
規格／カラープリント４つ切りまたは

Ａ４紙
注意事項／
①１年以内に町内で撮影された未発表

のものに限ります。
②作品の著作権は作者にありますが、

使用権は町に帰属します。
③デジタル写真の場合、画像処理はお

こなわないでください。
④人物など被写体に対する肖像権の侵

害などの責任は負いません。
問い合わせ／作品の裏面に住所・氏名・

年齢・電話番号・写真の題名・撮
影場所・撮影日をご記入のうえ、
広報行政課へ。
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河
川
愛
護
月
間
・
川
の
日

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
７
月
を
「
河
川

愛
護
月
間
」、
７
月
７
日
を
「
川
の
日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
河
川
に
つ
い
て
の
関
心
を

深
め
、
河
川
愛
護
に
つ
い
て
、
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
愛
護
運

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

河
川
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
安
ら
ぎ

と
安
心
を
あ
た
え
て
く
れ
る
、
身
近
で
大
切

な
自
然
空
間
で
す
。

　

み
ん
な
で
大
切
な
川
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
建
設
整
備
課

　

夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

　
「
古
都
の
夏　

お
先
に
ど
う
ぞ
と　

待
つ

ゆ
と
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
７
月
21
日
か

ら
８
月
20
日
ま
で
夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民

運
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

運
動
の
重
点
は
①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止　

②
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の

促
進　

③
飲
酒
運
転
の
根
絶　

で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
あ
ら
た
め
て
交
通
安
全
の
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
建
設
整
備
課

　

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
講
座

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

日
時
／
７
月
14
日
㈭　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
／
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

対
象
／
府
内
在
住
・
在
勤
の
人

費
用
／
無
料
（
別
途
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用

料
が
必
要
で
す

※
45
歳
以
上
１
８
０
円
、45
歳
未
満
２
５
０
円

問
い
合
わ
せ
／
同
福
祉
会
館
☎
０
７
７
４

（
４
６
）
０
６
８
８
へ
。

▼
レ
ッ
ツ
・
ク
ッ
ク
教
室

日
時
／
８
月
25
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分

場
所
／
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

対
象
／
府
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

定
員
／
24
人

費
用
／
２
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
25
日
㈪
か

ら
受
講
料
を
持
参
の
う
え
同
福
祉
会
館

へ
。
電
話
不
可

　

全
国
安
全
週
間

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
東
北
地
方
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
が
一
日
も
早
く
安
全
に
復
興
す
る

と
と
も
に
、
働
く
人
が
仕
事
に
働
き
が
い
を

感
じ
、
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

元
気
な
日
本
を
創
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
厚

生
労
働
省
・
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
で
は
、

産
業
界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止

活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識
の

高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
全
国
安

全
週
間
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
安
全
は　

家

族
の
願
い　

企
業
の
礎　

創
ろ
う
元
気
な
日

本
！
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
産
業
課

　

都
市
計
画
道
路
変
更
案
の
縦
覧

　

京
都
都
市
計
画
道
路
淀
八
幡
荘
線
の
廃
止

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
公
告
・
縦
覧
し
ま
す
。

公
告
日
／
７
月
15
日
㈮

縦
覧
お
よ
び
意
見
書
提
出
期
間
／
７
月
15
日

㈮
～
28
日
㈭
（
閉
庁
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
／
役
場
庁
舎
２
階
都
市
計
画
課

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課

　

前
川
橋
・
仮
橋
配
水
管
添
架
工
事

　

前
川
橋
整
備
工
事
に
伴
い
、
水
道
管
移
設

工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
付
近

の
人
や
通
行
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

　

現
在
高
校
３
年
生
相
当
の
人
が
、
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
（
第
４
期
）
の
対
象
で
す
。

　

今
回
、
麻
し
ん
の
海
外
へ
の
持
ち
出
し
お

よ
び
海
外
か
ら
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た

め
、
高
校
２
年
生
相
当
の
年
齢
の
人
が
対

象
と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
学
校
行

事
で
、
海
外
へ
の
修
学
旅
行
や
研
修
旅
行
に

行
く
予
定
の
あ
る
人
は
、
早
め
に
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
（
第
４
期
）
の
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
ま
ず
は
通
学
し
て
い
る
学

校
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

大
腸
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
郵
送
延
期

　

広
報
く
み
や
ま
６
月
１
日
号
で
、
大
腸
が

ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
「
６
月
下
旬

～
７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。」
と
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
国
の
事
務
手
続
き
の
遅
れ

に
よ
り
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
時
期
が
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
国
か
ら
通
知
が
あ
り
次
第
、

速
や
か
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
手
元
に

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が

無
く
て
も
、
下
表
に

該
当
す
る
人
は
ク
ー

ポ
ン
券
が
届
く
ま
で

の
間
、
大
腸
が
ん
検

診
協
力
医
療
機
関
で

無
料
で
受
診
で
き
ま

す
。
検
診
を
受
診
す

る
と
き
は
、
年
齢
・

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
、
健
康
手
帳
（
お

持
ち
の
人
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
橋
辺
等
に
在
住
の
人
で
、
八
幡
・

伏
見
区
淀
の
協
力
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た

人
は
、
後
日
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
お
よ
び
領
収
書
と
引
き
換
え
に

一
部
負
担
金
を
返
還
い
た
し
ま
す
。
必
ず
医

療
機
関
の
領
収
書
を
保
存
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診

受
診
案
内
の
郵
送
延
期

　

広
報
く
み
や
ま
６
月
１
日
号
で
、
対
象

の
人
に
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
の
受
診
案
内

兼
申
込
み
票
を
「
６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
」

に
送
付
す
る
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

配
布
時
期
が
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
事
務

手
続
き
が
整
い
次
第
、
速
や
か
に
送
付
し

ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
受

診
の
申
し
込
み
（
一
部
負
担
金
５
０
０
円
）

を
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
が
、
下
表
に
該

当
す
る
人
は
、
受
診

案
内
兼
申
込
み
票
の

送
付
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
部
負
担
金
な
し
で

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
長
寿

健
康
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
電
話
可

※
過
去
に
検
査
（
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
等
）

や
治
療
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

難
病
相
談
（
神
経
系
）

　

府
山
城
北
保
健
所
で
は
、
神
経
難
病
お
よ

び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
難
病
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
12
日
㈫　

午
後
１
時
～
３
時
30

分

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

対
象
／
神
経
難
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ
る

人
や
そ
の
家
族

※
神
経
難
病
と
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
多

発
性
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症

筋
無
力
症
な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

南
京
都
病
院
神
経
内
科
診
療
部
長　

杉

山
博
医
師

定
員
／
６
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
１
日
㈮
か

ら
同
保
健
所
綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４

（
６
３
）
５
７
４
５
へ
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員
会

で
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
、
講
演
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
標
語
の
表
彰
式
も
お
こ
な
い

ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
数

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
庁
舎
５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

内
容
／
講
演
「
ハ
ー
プ
＆
フ
ル
ー
ト　

盲
導

犬
と
共
に
！
」

講
師
／
ハ
ー
プ
奏
者　

内
田
奈
緒
さ
ん

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

７
月
中
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
全
員
に
、
平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
な
い
人
や
支
払
方
法
を
口
座
引
き
落
し

に
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
保
険
料
の
決
定
通

知
書
と
併
せ
て
、
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
金
融
機
関
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

　

後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
証
の
更
新

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
本
年
７
月
31

日
ま
で
で
す
。

　

７
月
中
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
等
に
間
違
い
が

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

▼東一口前川橋周辺

工期は、８月下旬まで

宝くじ発売
〜サマージャンボ宝くじの賞金は、1 等・前後賞合わせて 3 億円〜

名　　称

当せん金

発売期間

抽せん日

発売芭蕉

サマージャンボ宝くじ

1 等：前後賞合わせて 3 億円

平成 23 年 7 月 11 日㈪から 7 月 29 日㈮

平成 23 年 8 月 9 日㈫

全国の宝くじ売場（※通信販売でも購入できます）

2000 万サマー

1 等：2,000 万円× 400 本

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい町づくりに使われます

　３月 11 日に発生した東日本大
震災で、各地の水道施設にも大き
な被害がありました。近畿地方で
も数十年以内に南海・東南海地震
が発生すると予測されています。
　町では、このような大規模地震
が発生した場合でも被害を最小限
に食い止めるため、日ごろから施
設の点検や整備はもちろんのこと、
平成 22 年度から水道事業の基幹
施設である佐古浄水場の耐震化工
事をおこなっています。昨年度は、
中央管理棟や急速ろ過機などの施

すい スイ 水道
　水道のことについて、もっと
知っていただくために、シリー
ズで紹介します。

設の耐震化を完了しました。さら
に、災害時には優先的な給水が必
要となる広域避難場所などの重要
施設と佐古浄水場を結ぶ配水管を
重要路線として耐震化を進めます。
　また、給水管が鉛管のところで
は、長期間水道水を使用しないと
微量の鉛が溶出することが考えら
れることから、配水管の布設替工
事等にあわせて、鉛管の取り替え
を順次おこなっています。
　なお、鉛の溶出については、通
常の使用状態では健康上問題はあ
りません。
　安心・安全な水を供給するため、
計画的に取り組みますので、ご理
解、ご協力をお願いします。
問い合わせ／水道課

安定した給水

No.1

生　年　月　日
昭和 45 年 4 月 2 日～昭和 46 年 4 月 1 日
昭和 40 年 4 月 2 日～昭和 41 年 4 月 1 日
昭和 35 年 4 月 2 日～昭和 36 年 4 月 1 日
昭和 30 年 4 月 2 日～昭和 31 年 4 月 1 日
昭和 25 年 4 月 2 日～昭和 26 年 4 月 1 日

年　齢
40 歳
45 歳
50 歳
55 歳
60 歳

生　年　月　日
昭和 45 年 4 月 2 日～昭和 46 年 4 月 1 日
昭和 40 年 4 月 2 日～昭和 41 年 4 月 1 日
昭和 35 年 4 月 2 日～昭和 36 年 4 月 1 日
昭和 30 年 4 月 2 日～昭和 31 年 4 月 1 日
昭和 25 年 4 月 2 日～昭和 26 年 4 月 1 日

年　齢
40 歳
45 歳
50 歳
55 歳
60 歳
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納
涼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
／
７
月
23
日
㈯　

午
後
６
時
か
ら

※
雨
天
の
場
合
は
、
30
日
㈯
に
延
期

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場

対
象
／
町
内
在
住
の
人

申
し
込
み
／
７
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
各
自
治

会
体
育
振
興
会
委
員
へ
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

町
総
体
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
／
７
月
16
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
中
央
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
町
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
連
合
登
録
者

試
合
形
式
／
８
名
以
内
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー

ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦

費
用
／
無
料

申
し
込
み
／
７
月
９
日
㈯　

体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
可

　

今
月
は
東
林
公
民
館
を
お
借
り
し
て
、「
つ

ど
い
の
ひ
ろ
ば
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
７
月
１
日
㈮
・
15
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
50
分

場
所
／
東
林
公
民
館

　

毎
週
水
曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。
身
長
や

体
重
を
測
っ
た
り
、
子
育
て
の
悩
み
を
話
し

た
り
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、毎

月
第
３
水
曜
日
に
は
、
わ
ら
べ
う
た
講
習
会

（
午
前
10
時
30
分
か
ら
）
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
第
４
金
曜
日
に
開
き
ま
す
。

日
時
／
７
月
22
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後
４

時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

笹
飾
り
や
短
冊
を
作
り
、
歌
を
歌
っ
た
り

し
ま
す
。

日
時
／
７
月
７
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

　

親
子
で
簡
単
に
で
き
る
お
や
つ
を
作
り
ま

す
。

日
時
／
７
月
19
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

内
容
／
簡
単
に
で
き
る
お
や
つ
作
り

費
用
／
１
家
族
２
０
０
円

申
し
込
み
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
へ
。

　

乳
幼
児
相
談
を
開
き
ま
す
。
保
健
師
・
栄

養
士
に
困
っ
て
い
る
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と

を
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
21
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分

　

毎
月
、
そ
の
月
に
生
ま
れ
た
友
だ
ち
の
お

誕
生
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
歌
を

歌
っ
て
お
祝
い
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。

日
時
／
７
月
29
日
㈮　

午
前
11
時
20
分
か
ら

と
午
後
３
時
20
分
か
ら
の
２
回
開
き
ま

す
。

〈
申
し
込
み
と
費
用
〉

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
７
月
８
日
㈮
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
編
Ⅱ
）

日
時
／
７
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
23
日
㈯
・

24
日
㈰【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
初
心
者
向
け
の
ワ
ー
プ
ロ
教
室
で
す
。

定
員
／
１
６
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）

日
時
／
７
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
概
ね
50
歳
以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
各
60
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

日
時
／
７
月
８
日
㈮
・
15
日
㈮　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

日
時
／
７
月
22
日
㈮　

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時　

23
日
㈯　

③
午

前
９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時

24
日
㈰　

⑤
午
前
９
時
～
正
午　

⑥
午

後
２
時
～
５
時　

26
日
㈫　

⑦
午
前
９

時
～
正
午　

⑧
午
後
２
時
～
５
時

※
①
～
⑧
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
木
の
箱
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
10
人

費
用
／
４
０
０
円

　

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

日
時
／
７
月
13
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所

内
容
／
園
庭
開
放
（
水
遊
び
）

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所

佐
山
☎
０
７
７
４
（
４
３
）
２
９
７
０

御
牧
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
２
４
７
５

宮
ノ
後
☎
０
７
７
４（
４
３
）４
９
０
６

※
８
月
は
、
ス
キ
ッ
プ
広
場
を
開
き
ま
せ
ん
。

　

町
民
プ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
券

　

町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家
族
や
友
だ
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
と
と
も
に
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
町
民
プ
ー
ル

を
無
料
で
利
用
で
き
る
ふ
れ
あ
い
券
を
配
布

し
ま
す
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
で
、
次
の
要
件
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

①
４
歳
以

上
中
学
生
以
下
の
人　

②
小
学
３
年
生

以
下
の
子
ど
も
と
同
伴
の
保
護
者

配
布
時
期
／
７
月
上
旬

配
布
方
法
／
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
人
は
、
各
施

設
で
配
布
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
人
に

は
、郵
送
し
ま
す
。（
配
布
時
期
が
過
ぎ

て
も
届
か
な
い
と
き
は
、
社
会
教
育
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

利
用
方
法
／
ふ
れ
あ
い
券
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
町
民
プ
ー
ル
の
改
札
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

土
曜
塾

　

町
で
は
、土
曜
日
の
午
前
中
に
「
土
曜
塾
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
勉
強

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
土
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午
（
月
２

～
３
回
程
度
）
７
月
は
９
日
と
30
日

場
所
／
中
央
公
民
館

対
象
／
町
内
在
住
の
中
学
生

費
用
／
１
，０
０
０
円
（
前
期
５
０
０
円
、後

期
５
０
０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
へ
。

　

楽
し
い
花
火
遊
び

　

も
う
す
ぐ
夏
も
本
番
で
す
！
花
火
で
遊
ぶ

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
正
し
く
取
り
扱

わ
な
い
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
火
事
や
思

わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
な
ど
事
故
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
楽
し
い
花
火
遊
び
の

た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

１　

花
火
を
人
や
建
物
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い
。

２　

風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
を
や
め
る
。

３　

子
ど
も
が
花
火
を
す
る
と
き
は
、
大
人

が
一
緒
に
つ
い
て
あ
げ
る
。

４　

花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読

ん
で
正
し
く
遊
ぶ
。

５　

た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
つ

け
な
い
。

６　

途
中
で
花
火
の
火
が
消
え
て
も
、
筒
を

の
ぞ
い
た
り
、
顔
を
近
づ
け
た
り
し
な
い
。

７　

水
を
用
意
し
、
花
火
の
あ
と
の
残
り
火

を
完
全
に
消
す
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　

責
任
技
術
者
の
試
験

　

京
都
府
下
水
道
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り

認
定
試
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
受
験
講
習
…
11
月
６
日
㈰　

午
後
１

時
30
分
か
ら　

認
定
試
験
…
11
月
13
日

㈰　

午
後
１
時
30
分
か
ら

対
象
／
府
下
で
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
と
し
て
、
排
水
設
備
工
事
に
従

事
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
４
日
㈪
か

ら
19
日
㈫
ま
で
に
下
水
道
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
同
課
へ
。

　

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
お
こ
な
い

ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
11
日
㈪　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
中
央
公
民
館
お
よ
び
芝
生
広
場

対
象
／
子
育
て
中
の
親
子

内
容
／
水
遊
び
・
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
１
日
㈮
か

ら
７
月
８
日
㈮
ま
で
に
同
協
議
会
へ
。

　

地
域
福
祉
活
動
研
修
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
地
域
福
祉
活

動
研
修
会
を
開
き
ま
す

日
時
／
７
月
22
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
役
場
庁
舎
５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

内
容
／
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
座

講
師
／
府
立
医
科
大
学　

神
経
内
科
学　

中

川
正
法
教
授

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
８
日
㈮
ま

で
に
同
協
議
会
へ
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
集
い
を
開
き
ま
す

日
時
／
７
月
20
日
㈬　

午
前
10
時
15
分
～
午

後
１
時
30
分

場
所
／
役
場
議
会
棟
４
階
特
別
会
議
室

内
容
／
午
前
の
部
…
東
角
小
学
校
児
童
と
の

交
流　

午
後
の
部
…
会
食
・
軽
体
操
等

対
象
／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人

費
用
／
２
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
６
日
㈬
ま

で
に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
同

協
議
会
へ
。

　

歩
こ
う
会

日
時
／
11
月
30
日
㈬　

雨
天
決
行

場
所
／
湖
東
三
山
と
永
源
寺
（
滋
賀
県
）

費
用
／
会
員
６
，
５
０
０
円　

非
会
員
７
，

５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

※
７
月
25
日
か
ら
30
日
の
間
に
集
金
し
ま
す
。

持
ち
物
／
飲
み
物
・
帽
子
・
ゴ
ミ
袋
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
20
日
㈬
ま

で
に
同
会
の
信
貴
さ
ん
宅
☎
０
７
７
４

（
４
１
）
７
０
７
９
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

町
の
施
設

休
館
日　

毎
週
日
曜
・
月
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　
（
第
１
日
曜
日
を
除
く
）

申
し
込
み
は
７
月
３
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
休
館　

18
日
㈷
は
開
館
、
19
日
㈫
は
休
館

地
域
で
あ
そ
ぼ
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

み
る
く
サ
ロ
ン

親
子
サ
ロ
ン

七
夕
の
つ
ど
い

親
子
料
理
教
室

乳
幼
児
相
談

お
誕
生
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

童
謡
を
楽
し
む
会

漢
字
出
直
し
塾

小
学
生
工
作
教
室
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平
成
23
年
度
の
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用

団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
施
設
／
総
合
体
育
館
、
中
央
公
園
（
野

球
場
・
庭
球
場
）、
木
津
川
河
川
敷
運

動
広
場
（
野
球
場
・
球
技
場
）、
町
民

プ
ー
ル
前
庭
球
場

資
格
／
①
町
内
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
さ
れ

る
10
人
以
上
の
団
体
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
は
６
人
以
上　

②
継
続
し
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
団
体

申
し
込
み
／
７
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

日
時
／
７
月
２
日
㈯
・
10
日
㈰
・
23
日
㈯
・

24
日
㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分
、
７

月
８
日
㈮
・
11
日
㈪
・
19
日
㈫
・
28
日

㈭　

午
後
７
時
～
７
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

日
時
／
７
月
７
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
浴
衣
の
着
付
け
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん

定
員
／
15
人

費
用
／
１
０
０
円

持
ち
物
／
浴
衣
、
半
巾
帯
、
下
着
（
裾
除

け
・
肌
襦
袢
等
）、
腰
紐
２
本
、
伊
達
締
、

前
板

日
時
／
７
月
11
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
～
正

午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
地
場
産
完
熟
ト
マ
ト
で
ケ
チ
ャ
ッ
プ

の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
岡
本
幸
子
さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
１
，
７
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

▼
陶
芸

日
時
／
７
月
25
日
㈪
・
８
月
８
日
㈪
・
22
日

㈪　

午
前
10
時
～
正
午　

３
回
コ
ー
ス

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
保
護

者
（
原
則
３
回
と
も
出
席
可
能
な
人
）

内
容
／
親
子
で
魔
除
け
招
福
シ
ー
サ
ー
作
り

に
挑
戦
し
ま
す
。

講
師
／
陶
芸
サ
ー
ク
ル
「
木
曜
会
」
の
み
な

さ
ん

定
員
／
15
組

費
用
／
１
組
８
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装

▼
ケ
ー
キ

日
時
／
８
月
１
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
～
正

午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
保
護

者

内
容
／
親
子
で
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

講
師
／
㈲
ザ
・
マ
ー
ク　

平
野
義
和
さ
ん

定
員
／
８
組

費
用
／
１
組
８
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

タ
オ
ル

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

７
月
12
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

７
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま

す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

７
月
14
日
㈭
・
28
㈭
午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１
相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

７
月
14
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

７
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

　水の流れる流水プール、すべり台のある幼児プー
ル、本格的に泳げる５０ｍプールなど、子どもから
大人まで楽しんでいただけます。
　今年も町民プールでお楽しみください。

期間／８月３１日㈬まで　午前１０時～午後５時
　　　（発券は午後４時まで）
料金／大人５００円、高校生３００円、
　　　小・中学生２００円、幼児１００円（3 歳

以下は無料）

町民プールオープン
７月１５日（金）　午前１０時から

日
時
／
７
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
10
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

日
時
／
７
月
14
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
の
概
ね
50
歳
以
上
の
人

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
脳
の
若

返
り
を
は
か
り
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

日
時
／
７
月
13
日
㈬　

①
午
前
９
時
～
正
午

　

②
午
後
２
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
木
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
６
人

費
用
／
７
０
０
円

日
時
／
①
７
月
８
日
㈮　

午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分　

②
17
日
㈰　

午
後
８
時
～

９
時
（
受
け
付
け
は
、
当
日
の
終
了
時

間
の
30
分
前
ま
で
）

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
／
①
月
と
土
星
の
観
察　

②
土
星
と
夏

の
星
座
の
観
察

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

日
時
／
７
月
31
日
㈰　

①
午
前
９
時
～
正
午

　

②
午
後
２
時
～
５
時

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
木
の
箱
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
８
組 

費
用
／
子
ど
も
１
人
あ
た
り
４
０
０
円

日
時
／
７
月
21
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

日
時
／
７
月
30
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
保
護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

日
時
／
７
月
31
日
㈰　

午
後
６
時
～
８
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
１
・
２
年
生
は
、保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

内
容
／
宇
治
川
堤
防
で
「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら

入
り
」
を
観
察
し
ま
す
。

定
員
／
20
人

日
時
／
７
月
18
日
㈷　

午
前
10
時
～
午
後
１

時

対
象
／
町
内
在
住
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。
雨
天
や
河
川
増
水
時
は
中
止

し
ま
す
。

内
容
／
川
の
流
れ
・
岩
石
や
生
き
物
を
観
察

し
ま
す
。

定
員
／
20
人

日
時
／
①
７
月
25
日
㈪　

②
７
月
27
日
㈬　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

内
容
／
姫
路
城
（
修
理
見
学
施
設
）
と
姫
路

水
族
館
へ
行
き
ま
す
。

定
員
／
30
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

日
時
／
８
月
４
日
㈭　

午
前
８
時
30
分
～
６

日
㈯　

午
後
５
時
（
２
泊
３
日
）

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

内
容
／
兵
庫
県
立
い
え
し
ま
自
然
体
験
セ
ン

タ
ー
で
野
外
活
動
を
し
ま
す
。

定
員
／
25
人

※
定
員
を
超
え
た
と
き
は
、
抽
選
し
ま
す
。

費
用
／
６
，
０
０
０
円

日
時
／
８
月
15
日
㈪　

午
前
８
時
30
分
～
16

日
㈫　

午
後
５
時
（
１
泊
２
日
）

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

内
容
／
兵
庫
県
立
西
は
り
ま
天
文
台
公
園
へ

行
き
ま
す
。

定
員
／
30
人

※
定
員
を
超
え
た
と
き
は
、
抽
選
し
ま
す
。

費
用
／
５
，
０
０
０
円

日
時
／
７
月
９
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投
な

ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
19
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

16 ,719 人　
8 ,311 人　
8 ,408 人　
6 ,805 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

11 人　
5 人　

55 人　
80 人　

〈６月 1 日現在〉 

〈５月中の動き〉 

申
し
込
み
は
７
月
２
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
７
月
１
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

総
合
体
育
館

上映日／７月 17 日㈰
１回目　午前 10 時～正午
２回目　午後 ２ 時～４時
対象／町内在住・在勤・
　　　在学の人
※幼児は保護者の同伴が必要です。
定員／各２００人
費用／満３歳以上１人３００円
※チケットは、7 月 1 日㈮からゆうホール・中央公民館・総合体育館で販売します。

きな子～見習い警察犬の物語～

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設

使
用
団
体
の
登
録

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

浴
衣
の
着
付
け
教
室

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
教
室

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

夏休み映画大会

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
人
木
工
教
室

週
末
の
星
空
観
察
会

親
子
で
工
作
教
室

漢
字
の
達
人
教
室

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

身
近
な
野
鳥
観
察
会

木
津
川
観
察
教
室

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー

瀬
戸
内
海
洋
学
習

天
文
台
へ
行
こ
う

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
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環境保全のコーナー 

7 月のごみ・し尿収集日 

18
広報くみやま平成 23 年 7 月 1 日

保健予防のコーナー 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総  務  課  ☎631-9991/45-3922
　 somu@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.lg.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6129

住  民  課  ☎631-9904/45-3905
　 jumin@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 toshi@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 choju@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

産  業  課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 shafuku@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetsu@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6149

税  務  課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5558

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下
津屋・下津屋サンハイツ・島
田・東島田・森・坊之池・野村・
村東 

久御山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・ハイツ西宇治・清水・
林・西武西林・ミサワ林・大橋
辺・北川顔・藤和田・近協パレ
ス・中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・大橋辺・北川顔・
近協パレス・藤和田・中島・西
一口・東一口・相島 

栄１・２丁目・栄３・４丁目・
清水・ハイツ西宇治 ・林・西
武西林・ミサワ林

田井・荒見・下津屋・下津屋団地・
下津屋サンハイツ・島田・東島
田・森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・佐山・籾池・双
栗・市田・鈴間

東佐山団地・久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１
号以東）・森（国道１号以東）・森村東（国
道１号以東）・野村・野村村東・佐山・新
開地・佐古・清水・林・市田・田井・荒見・
下津屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道１号以西）・西一口・中島・相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

御牧幼稚園  ☎・　075（631）4531
町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 shobo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5382

会  計  課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesui@town.kumiyama.lg.jp  
　 0774（46）0086

水  道  課  ☎631-9987/45-3919
　 suido@town.kumiyama.lg.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 shakyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283
いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199
荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山幼稚園  ☎・　0774（43）8644

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

図書館
☎0774（45）0003　 0774（46）5690

まちの駅クロスピアくみやま
☎075（632）2300　 075（632）2001

東角幼稚園  ☎・　0774（44）4966

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970
御牧保育所  ☎・　075（631）2475

中央公民館
☎075（631）1000　 075（632）0031

総合体育館
☎0774（44）3700　 0774（44）2203

ゆうホール
☎0774（45）0002　 0774（46）5610

燃やすごみ 

月・木 

火・水・金 

火・金 

燃やさないごみ 

月

木 

金

火 

水 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
13 日（第 2 水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

6 日
（第 1 水曜日）

20 日
（第 3 水曜日）

13 日
（第 2 水曜日）

27 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※ペットボトルのキャップは、
中身の見える袋に入れて「燃
やすごみの日」に出してくだ
さい。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

1 日㈮
25 日㈪

4 日㈪
26 日㈫

7 日㈭
29 日㈮

6 日㈬
28 日㈭

3 〜 4 か月児健診（6 月21日）
で見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

母 子 保 健
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

健　  診 ・ 相　  談
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 13 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センター（※ 2 はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持
参ください。 問い合わせ／長寿健康課 

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 12 日㈫ 午後1時40分～1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

※ 1、3、4 は、前々日までに予約が必要です。

1 0 か 月 児 健 診 11 日㈪ 午後1時20分～1時50分 医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導平成22年8月生まれ

3 ～ 4 か 月 児 健 診 12 日㈫ 午後1時20分～2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成23年3月生まれ

2 歳 6 か月児歯科健診 13 日㈬ 午後1時20分～1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成20年12月生まれ

パパ＆ママ教室（第 1 回） 14 日㈭ 午後1時～1時15分 調理実習（妊娠中の栄養）、
交流会妊 婦 と 夫

※ 1

1 歳 8 か月児健診 15 日㈮ 午後1時20分～1時40分
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成21年10月生まれ

乳 幼 児 相 談 21 日㈭ 午前9時30分～10時30分 ことば・しつけ・栄養などの
相談乳　幼　児

※ 2

3 歳 児 健 診 22 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成19年12月生まれ

パパ＆ママ教室（第 2 回） 26 日㈫ 午前11時～11時15分 調理実習（妊娠中の栄養）、
交流会妊 婦 と 夫

※ 3

離 乳 食 教 室 28 日㈭ 午前10時～10時15分 離乳食の指導、作り方の実習
と試食（初期・中期・後期）3～10か月児の保護者

※ 4


